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シスコのソフトウェアライセンスは、従来の PAK（Product Authorization Key）から、電子ライセンス「シスコ スマートラ
イセンス」へと移行しています。「シスコ スマートアカウント」は、このスマートライセンスを管理するためのアカウントです。
これまでは、個々のライセンスを特定の機器とセットで管理する必要がありましたが、スマートアカウントでは、「ライセンスプー
ル」から各機器へと柔軟にライセンスを割り当てることができるなど、企業など組織全体で保有しているライセンスを効率的
に運用および一元管理できるようになります。
シスコ スマートアカウントおよびスマートライセンスによって実現するソフトウェアライセンスの一元管理は、保有しているラ
イセンスの可視化や、紙や PDF によるわずらわしいライセンス管理からの解放のほか、次のようなメリットを提供します。

 ●ライセンスプール：個々のライセンスが特定の機器に紐づけられていた従来の PAK とは異なり、個々のスマートライセンスは 1 
つのスマートアカウントに紐づけられてプールされます。

 ●ライセンスの柔軟性：プールされたライセンスは、互換性がある別の機器でアクティベーション可能です。互換性のある機器の購
入時や故障による機器の交換時など、古い機器から新しい機器へと柔軟にライセンスを移動できます。

 ● 機器の自動登録：ライセンスのアクティベーションによって、機器が自動登録されます。
 ●アラートや通知：ライセンスの使用期限が切れる前にアラートやメール通知が可能です。
 ●レポート：ライセンスの使用状況をリアルタイムに把握できます。

本ガイドでは、スマートアカウントの作成方法をステップバイステップで解説します。

注意

本ガイドは、2023 年 6 月時点のシスコ スマートアカウントの作成方法を、Windows 11 上の Google Chrome の画面例で解説して
います。シスコの Web サイトの更新や、OS およびブラウザの種類やバージョンなどによって、画面や手順が異なる場合があります。

シスコ スマートアカウントおよびスマートライセンスとは

 ライセンス ポータビリティについて
個々のライセンスが特定の機器に紐づけられていた従来の PAK（Product Authorization Key）とは異なり、スマートライ
センスは 1 つのスマートアカウントに紐づけられてプールされます。プールされたライセンスは、互換性がある機器で有効
化できます。従来は、互換性がある機器の購入時や故障による機器の交換時など、古い機器から新しい機器へライセンスを
移動したい場合には、シスコに問い合わせをするなど、時間がかかる手続きが必要でした。スマートライセンスおよびスマー
トアカウントによって、ユーザー管理者自身がリアルタイムでライセンスを有効化、無効化、および移動できるようになります。

● 個々のライセンスは特定の機器に紐づけられる
● ライセンスの機器間移動は困難

スマートアカウント

ライセンスプール

● ライセンスはスマートアカウントに紐づけられる
●  ライセンスの機器間移動が簡単

従来の PAK（Product Authorization Key）



03シスコ スマートアカウント ―作成ガイド―

 スマートアカウントの作成に関する制限事項について
 ● スマートアカウントは、お客様組織のアカウントです（お客様個人のアカウントである「シスコ アカウント」とは別個に作成します）。
通常は、会社など 1 つの組織で 1 つのスマートアカウントを作成します。

 ● スマートアカウントには、お客様組織を識別するための「アカウント名」（Account Name）と「アカウントドメイン」（Account 
Domain）が設定されます。デフォルトでは、スマートアカウント作成者がシスコ アカウントに登録した会社名がアカウント名（例：
Cisco Systems G.K.）、メールアドレスのドメインがアカウントドメイン（例：cisco.com）として使用されます。

 ● 必要に応じて、1 つの組織で複数のスマートアカウントを作成することもできます。たとえばグループ企業やグローバル企業など大
規模な組織で、東京支社や日本支社など組織の一部のスマートアカウントを個別に作成する場合です。組織全体で同じメールアドレ
スのドメインを使用している場合は（例：cisco.com）、アカウントドメインが重複しないようにプレフィクスを追加して、組織の一部
のスマートアカウントを作成します（例：jp.cisco.com）。

 ● バーチャルアカウント間でスマートライセンスを移動することはできますが、スマートアカウント間でスマートライセンスを移動するこ
とはできません。

 ● スマートアカウントを統合または分離してスマートライセンスを移行したい場合は、シスコのサポートチームによる承認と作業が必要
です。

 メインアカウント：スマートアカウントのロールと権限
承認者 管理者 ユーザー

アカウント管理（バーチャルアカウントの追加、ユーザーの追加など） ✓
ライセンス管理（機器のアクティベーション、製品インスタンスの削除など） ✓ ✓
アカウント契約承認（契約更新の承認など） ✓ ✓

 サブアカウント：バーチャルアカウントのロールと権限

管理者 ユーザー

バーチャルアカウント内の管理（ユーザーの追加、下位バーチャルアカウントの追加など） ✓
バーチャルアカウント内のライセンス管理（機器のアクティベーション、製品インスタンスの削除など） ✓ ✓

*1　スマートアカウントを作成すると、「DEFAULT」という名称でデフォルトのバーチャルアカウントが自動的に作成されます。

 バーチャルアカウントについて *1

シスコ スマートアカウントには、メインアカウントの管理者
が自由に定義できるサブアカウントとして「バーチャルアカウ
ント」（Virtual Account；VA）を作成できます。たとえば、

 ● プロジェクト別
 ● 国内 A 事業所、海外 B 出張所などの所在地別
 ● ネットワーク部門、セキュリティ部門、クラウド部門などのテ
クノロジー別

など、目的別に VA を作成して、それぞれの管理者やユー
ザーとして誰かに必要な権限を与えたり、VA 間でライセン
スを移動したり、VA を階層化することができるなど、組織
全体の資産としてライセンスを管理しつつ、柔軟な運用管理
が可能です。
VA の管理者やユーザーには組織内の人物だけでなく、パー
トナー企業などの組織外の人物も指定することができます。

スマート
アカウント

ユーザーとして
パートナー B

管理者として
パートナー A

ネットワーク部門
VA

WAN 用
VA

LAN 用
VA

WLAN 用
VA

セキュリティ部門
VA

ライセンス
転送

ライセンス
転送
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シスコ スマートアカウントを作成する前に、まず「シスコ アカウント」（旧称 Cisco.com ID）を作成します。
シスコ アカウントはスマートアカウントの作成だけでなく、テクニカルサポートへの問い合わせなどにも必要となる、ユーザー
個人のアカウントです。シスコ アカウントを使用してシスコの Web サイト（Cisco.com）にログインすることで、登録ユーザー
向けの情報やツールにアクセスすることができます。

シスコ アカウントを作成する1

1  ブラウザのアドレスバーに［www.cisco.
com/jp］を入力

または次の URL をクリックして、Cisco.com 
にアクセスします。

www.cisco.com/jp

2  ［ログイン］をクリック

2

Cisco.com にアクセスして、「アカウントを作成する」ページに移動します。

1-1 Cisco.com にアクセスする

MEMO

シスコ アカウントに関するお問い合わせは、次のメールアドレスにご連絡ください。

web-help-j@cisco.com（サポート受付時間 : 平日 9 : 00 ～ 17 : 00）

注意

本ガイドの閲覧前にシスコ アカウントを作成している場合は、「 1-3 会社情報を登録する」を参考に会社情報の登録内容を確認してから、
「 2 スマートアカウントを作成する」に進んでください。スマートアカウントを作成するためには、会社名や会社の住所、電話番号の登録
が必要です。登録に不備がある場合、スマートアカウントの作成や管理ツールのアクセスで予期せぬエラーが発生する原因になります。

https://www.cisco.com/jp
mailto:web-help-j%40cisco.com?subject=
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1 シスコ アカウントを作成する

3  ［Create a new account］をクリック

［Create a new account］をクリックすると、
「アカウントを作成する」ページが表示されます。

3

1-2 シスコ アカウントを作成する

Cisco.com へのログイン時に使用するメールアドレスやパスワードなど、各種情報を英語で登録します。

1  ［電子メール］にメールアドレスを入力

2  ［パスワード］に任意のパスワードを入力

3  ［名（ローマ字）］に名前を入力

4  ［姓（ローマ字）］に名字を入力

5  ［国や地域］に［Japan］と入力

6  ［登録］をクリック

1

2

3

4

5

6

注意

パスワードは、英大文字を 1 文字以上、
英小文字を 1 文字以上、数字を 1 文
字以上、および記号を 1 文字以上含
む、半角英数字 12 ～ 60 文字以上の
長さで設定する必要があります。
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8  送信者［Cisco.com］からの件名［アカ
ウントを有効にする］メールを開封

9  ［アカウントを有効化］をクリック

メール本文の［アカウントを有効化］をクリック
すると、ブラウザに戻ります。

9

7  「承認メールが送信されました」メッセー
ジを確認

❶で入力したメールアドレスに確認メールが送
信されました。メーラーを起動します。

7
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1 シスコ アカウントを作成する

14  アカウントの有効化を確認

アカウントが有効化されるとログインに成功し、
「プロファイル管理」ページが表示されます。

シスコ アカウントの作成が完了しました。続け
て、会社情報を登録します。

12  ［パスワード］に❷で入力したメールアド
レスを入力

13  ［Login］をクリック

10  ［電子メール］に❶で入力したメールアド
レスを入力

11  ［次へ］をクリック

10

12

11

13

注意

スマートアカウントを作成するためには、
会社名や会社の住所、電話番号の登
録が必要です。登録に不備がある場合、
スマートアカウントの作成や管理ツー
ルのアクセスで予期せぬエラーが発生
する原因になります。
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シスコ スマートアカウントを作成するために必要となる、会社の住所と電話番号を英語で登録します。

1  ［個人］タブをクリック

2  ［編集］をクリック

1

2

1-3 会社情報を登録する



09シスコ スマートアカウント ―作成ガイド―

1 シスコ アカウントを作成する

3  ［会社名（英語表記）］に会社名を入力

会社名がシスコのデータベースに登録されてい
る場合は、会社名と住所が記載されたドロップ
ダウンリストが表示されます。
ドロップダウンリストが表示されない場合は❺
に進みます。

4  ドロップダウンリストから会社名と住所の
正しい組み合わせを選択

会社名と住所の正しい組み合わせが表示され
ない場合は、何も選択せずに❺に進みます。

3

4

5  ［住所（英語）］をクリック

6  該当する住所を選択、または、［新しい住
所を登録する］をクリック

❹で会社名と住所の正しい組み合わせを選択
した場合は、ドロップダウンリストに表示され
た同じ住所をクリックして15に進みます。
❸で会社名と住所が記載されたドロップダウン
リストが表示されなかった場合、または❹で会
社名と住所の正しい組み合わせが表示されな
かった場合は、［新しい住所を登録する］をクリッ
クします。

5

6
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注意

会社の電話番号の先頭の「0」（ゼロ）
は省略してください。

7  ［住所のタイプ］の［会社 /組織］をクリッ
クして選択

8  ［新しい住所を追加すると ...］チェックボッ
クスをクリック

9  ［郵便番号（例：107-6227）］に郵便
番号を入力

例：107-6227

10  ［都道府県（英語）］ドロップダウンリスト
から該当する都道府県を選択

例：TOKYO

11  ［市区町村（英語）］ドロップダウンリスト
から該当する市区町村を選択

例：MINATO

12  ［住所 1（英語）］に番地など11以降の住
所を入力

例：9-7-1 AKASAKA

13  （必要に応じて）［住所 2（英語）］にビ
ル名などを入力

例：MIDTOWN TOWER

14  ［会社の電話番号］に電話番号を入力

例：3-6434-XXXX

15  ［更新］をクリック

12

13

10

11

9

14

15

7

8
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1 シスコ アカウントを作成する

16  ［成功しました ...］メッセージを確認

17  ［更新］をクリック

18  ［更新が保存されました］メッセージを確
認

必要に応じて、［希望する名前］（「プロファイル
管理」ページの右上に表示されるニックネーム）
や［職種］［役職］［役職名］なども設定します。

会社情報の登録が完了しました。続けて、シス
コ スマートアカウントを作成します。

16

18

17
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2 スマートアカウントを作成する

シスコ アカウントの作成が完了したら、Cisco Software Central（CSC）にアクセスして、シスコ スマートアカウントを作
成します。

スマートアカウントを作成する2

2

CSC にアクセスして、「Create a Smart Account」（スマートアカウントの作成）ページに移動します。

1  ブラウザのアドレスバーに［software.
cisco.com］を入力

または次の URL をクリックして、CSC にアク
セスします。

software.cisco.com

2  ［スマートライセンシング］セクションの［ア
カウントの作成］をクリック

2-1 Cisco Software Central（CSC）にアクセスする

注意

CSC が英語で表示される場合は、右
上の［ 　 ］ アイコンから Cisco.com 
にログインしてください。ログインする
と、日本語で表示されます。

注意

本ガイドの閲覧前にシスコ アカウントを作成している場合は、「 1-3 会社情報を登録する」を参考に会社情報の登録内容を確認してから、
「 2 スマートアカウントを作成する」に進んでください。スマートアカウントを作成するためには、会社名や会社の住所、電話番号の登録
が必要です。登録に不備がある場合、スマートアカウントの作成や管理ツールのアクセスで予期せぬエラーが発生する原因になります。

http://software.cisco.com
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2 スマートアカウントを作成する

「Create a Smart Account」ページでは、「Account Name」（アカウント名）、「Account Domain」（アカウントドメイン）、
および「Headquarters」（本社住所）を編集してスマートアカウントを作成することができます。

 ● Account Name：お客様組織のスマートアカウントを識別するための名称です。デフォルトでは、スマートアカウントの作成者が
シスコ アカウントに登録した会社名が表示されます（例：Cisco Systems G.K.）。

 ● Account Domain：お客様組織のスマートアカウントを識別するためのドメインです。デフォルトでは、スマートアカウントの作
成者がシスコ アカウントに登録したメールアドレスのドメインが表示されます（例：cisco.com）。

 ● Headquarters：お客様組織の本社が所在する住所です。

本ガイドでは例として、本社住所（Headquarters）を変更してスマートアカウントを作成する手順を紹介します。

1  ［Account Name］を確認

お客様組織のスマートアカウントを識別するた
めの名称です。お客様組織または他組織の既
存のスマートアカウントとは異なる名称を設定
する必要があります。

2  ［Account Domain］を確認

お客様組織のスマートアカウントを識別するた
めのドメインです。編集（プレフィクスを追加）
する場合は、「 2-3 プレフィクス付きスマートア
カウントを作成する」をご覧ください。

3  ［Headquarters］を確認

お客様組織の本社が所在する住所です。
変更しない場合は13に進みます。
変更する場合は❹に進みます。

4  ［Headquarters］の［Edit］をクリック

［Headquarters］の［Edit］をクリックすると、
「Change Account Headquarters」 ポ ッ
プアップウィンドウが表示されます。

1

4

2

3

2-2 スマートアカウントを作成する

注意

グループ企業やグローバル企業など、同じメールアドレスのドメインを使用する組織で（例：cisco.com）、たとえば東京支社や日本支社
のスマートアカウントのように組織の一部のスマートアカウントを個別に作成する場合は、Account Domain が重複しないように「プレフィ
クス」を追加します（例：jp.cisco.com）。プレフィクスを追加してスマートアカウントを作成する手順は、「 2-3 プレフィクス付きスマート
アカウントを作成する」をご覧ください。
また、プレフィクスの追加を含む Account Domain の使用には、次のような制限があります。

シスコ アカウントに登録したメールアドレス例
Account Domain

説明
例 使用可否

xxxxxxxx@cisco.com cisco.com ○
デフォルト：メールアドレスのドメイン（@以降）と Account Domain が一致
→使用可

xxxxxxxx@cisco.com abc.cisco.com ○
プレフィクス追加：メールアドレスのドメイン（@以降）が Account Domain に含まれる
→使用可（ただし、既存のプレフィクスなしスマートアカウント管理者の承認が必要）

xxxxxxxx@sales.cisco.com japan.cisco.com ×
プレフィクス追加：メールアドレスのドメイン（@以降）が Account Domain に含まれない
→使用不可

xxxxxxxx@cisco.com cisco-systems.com ×
ドメイン変更：メールアドレスのドメイン（@以降）が Account Domain に含まれない
→使用不可（使用したい場合はシスコへの申請とシスコの承認が必要）
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5  ［Add a Different Address］をクリッ
ク

［Add a Different Address］をクリックする
と、［Add Headquarters Address］ポップ
アップウィンドウが表示されます。5

注意

スマートアカウント作成者がシスコ ア
カウントに登録した内容に応じて、「Edit 
Account Headquarters」ポップアッ
プウィンドウに本社住所の候補が表示
される場合があります。該当する住所
が表示された場合は、その住所を選択
して［OK］をクリックし、13に進みます。

6  ［Country］ドロップダウンリストから［日
本］を選択

7  ［Zip/Postal］に郵便番号を入力

例：107-6227

8  ［State/Region］ドロップダウンリストか
ら都道府県を選択

例：Tokyo

9  ［City］に市区町村を入力

例：MINATO

10  ［Address］に番地など❾以降の住所を
入力

例：9-7-1 AKASAKA

11  （必要に応じて）［Address 2］にビル名
などを入力

例：MIDTOWN TOWER

12  ［OK］をクリック

7

9

11

12

10

8

6
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2 スマートアカウントを作成する

13  ［Account Visibility］ドロップダウンリ
ストで［Puiblic］が選択されていることを
確認

［Private］を選択するとスマートアカウントは
非公開になり、弊社販売代理店が参照できる
スマートアカウントリストに候補として表示され
なくなります。非公開にする必要がない場合は
デフォルトの［Public］のままで進めます。

14  ［Create Account］をクリック

14

13

15  ［The Smart Account...］メッセージを
確認

シスコ スマートアカウントの作成が完了しまし
た。最後に、シスコ スマートアカウントおよび
スマートライセンスの管理ツールにアクセスす
る方法を確認します。「 3 管理ツールにアクセ
スする」に進みます。

15

注意

Account Name がすでに使用されて
いる場合、［Create Account］をクリッ
クすると「Account Name Already 
in Use」ポップアップウィンドウが表示
されます。別の Account Name に変
更してから、再度［Create Account］
をクリックしてください。

MEMO

お客様組織が❷で確認した Account Domain でスマートアカウントを作成済みの場合、
14で［Create Account］をクリックすると、［An Account Already Exists at this 
Domain］（このドメインのアカウントがすでに存在します）ポップアップウィンドウが表
示されます。
既存のスマートアカウントへのアクセス権を申請する場合は、［Option］ドロップダウン
リストで［Request Access to an Existing Account］が選択されていることを確認し、
［Note to Approver］に申請理由を入力してから［Send Request］をクリックします。
既存のスマートアカウントの管理者が、スマートアカウント管理ツールで申請を承諾する
と、CSC で各種ツールにアクセスできるようになります。
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グループ企業やグローバル企業など、同じメールアドレスのドメインを使用する組織で（例：cisco.com）、たとえば東京支
社や日本支社のように組織の一部のスマートアカウントを個別に作成する場合は、Account Domain が重複しないように「プ
レフィクス」を追加します（例：jp.cisco.com）。

2-3 プレフィクス付きスマートアカウントを作成する

jp.cisco.com
組織全体の Account Domain（メールアドレスのドメイン）プレフィクス

注意

プレフィクスを追加してスマートアカウントを作成する場合、既存のプレフィクスなしのスマートアカウント管理者から承認を得る必要があ
ります（たとえば、本社のスマートアカウント管理者など）。本ガイドの手順で、プレフィクスなしのスマートアカウント管理者に承認を依
頼するメールがシスコから自動送信されますが、あらかじめ他の手段で相談しておくことを推奨します。
万が一、プレフィクスなしのスマートアカウント管理者から承認を得られない場合は、裏表紙の「シスコ スマートアカウントおよびスマート
ライセンスに関するお問い合わせ先」を参考に、シスコにメールまたは電話でお問い合わせください。

1  ［Account Name］を確認

お客様組織のスマートアカウントを識別するた
めの名称です。お客様組織または他組織の既
存のスマートアカウントとは異なる名称を設定
する必要があります。

2  ［Account Domain］を確認

お客様組織のスマートアカウントを識別するた
めのドメインです。編集してプレフィクスを追加
します。

3  ［Headquarters］を確認

お客様組織の本社が所在する住所です。
変更する場合は「 2-2 スマートアカウントを作
成する」❹～12をご覧ください。

4  ［Account Domain］の［Edit］をクリッ
ク

［Account Domain］の［Edit］をクリックす
ると、「Edit Account Domain」ポップアップ
ウィンドウが表示されます。

1

3

42
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2 スマートアカウントを作成する

5  ［Option］ドロップダウンリストで［Add 
a Prefix to the Domain］が選択されて
いることを確認

6  ［Prefix］に任意のプレフィクスを入力

例：jp

7  ［Note to Cisco Approver］にプレフィ
クスなしのスマートアカウント管理者向け
のメッセージを入力

例：本社ご担当者様、東京支社で使用するプ
レフィクス付きスマートアカウント作成の承認
をお願いします。

8  ［OK］をクリック
7

5

6

8

9  ［Create Account］をクリック

9

注意

Account Name がすでに使用されて
いる場合、［Create Account］をクリッ
クすると「Account Name Already 
in Use」ポップアップウィンドウが表示
されます。別の Account Name に変
更してから、再度［Create Account］
をクリックしてください。

MEMO

❺で［Use a Different Domain］を
選択すると、Account Domain 自体
の変更をシスコに申請できます。
❼に変更理由を英語で記入し、12以降
はシスコからの連絡をお待ちください。
1 週間が経過しても連絡がない場合は、
裏表紙の「シスコ スマートアカウントお
よびスマートライセンスに関するお問い
合わせ先」を参考にメールまたは電話
でお問い合わせください。
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10  ［Smart Account Request Pending］
メッセージを確認

プレフィクス付きスマートアカウントの作成がペ
ンディング（保留中）していることが英語で書
かれています。

また、シスコ アカウントに登録したメールアド
レス、およびプレフィクスなしのスマートアカウ
ント管理者のメールアドレスにも同様に、作成
がペンディングしていることを通知するメール
が送信されました。念のため、メールの内容
を確認します。

10

11  送信者［do-not-reply@cisco.com］
からの件名［Cisco Smart Account 
Setup Pending...］メールを開封

12  メールの内容を確認

10と同様に、プレフィクス付きスマートアカウン
トの作成がペンディングしていることが英語で
書かれています。

プレフィクスなしのスマートアカウント管理者が
作成を承認するまで待機します。
承認が完了すると、シスコ アカウントに登録し
たメールアドレスに作成完了メールが送信され
ます。念のため、メールの内容を確認します。

注意

作成完了メールを受信しない場合は、
裏表紙の「シスコ スマートアカウントお
よびスマートライセンスに関するお問い
合わせ先」を参考に、シスコにメール
または電話でお問い合わせください。

MEMO

プレフィクスなしのスマートアカウント
管理者としてプレフィクス付きスマート
アカウントの作成を承認する手順は、
「 2-4 プレフィクス付きスマートアカウン
トの作成を承認する」をご覧ください。

注意

個人情報保護の観点から、12のメール
にはプレフィクスなしのスマートアカウ
ント管理者の情報は記載せず、申請者
の氏名と連絡先のみ記載しています。
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2 スマートアカウントを作成する

13  送 信 者［do-not-reply@cisco.com］
からの件名［シスコ スマートアカウントの
設定が完了しました ...］メールを開封

14  メールの内容を確認

スマートアカウントの作成が完了したことが英
語で書かれています。

シスコ スマートアカウントの作成が完了しまし
た。最後に、シスコ スマートアカウントおよび
スマートライセンスの管理ツールにアクセスす
る方法を確認します。「 3 管理ツールにアクセ
スする」に進みます。
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プレフィクスなしのスマートアカウント管理者には、プレフィクス付きスマートアカウントの作成を承認する権限があります。プ
レフィクス付きスマートアカウントの作成がペンディング（保留中）している旨のメールを受信したら、対象アカウント名や申
請者などの詳細を確認し、承認する場合は Cisco Software Central（CSC）にアクセスします。

2-4 プレフィクス付きスマートアカウントの作成を承認する

1  送信者［CiscoAccountServices@
cisco.com］からの件名［Cisco Smart 
Account Setup Pending...］メールを
開封

2  メール本文を確認

メール本文には、プレフィクス付きスマートア
カウント作成の申請があり、作成がペンディン
グしていることが英語で書かれています。

3  ［Smart Account Name］を確認

申請元組織のスマートアカウントを識別するた
めの名称です。

4  ［Account Domain ID］を確認

申請元組織のスマートアカウントを識別するた
めのプレフィクス付きドメインです。

5  ［Requested by］を確認

申請者の氏名とメールアドレスです。

6  ［Contact Number］を確認

申請者の電話番号です。

7  ［Justification for Modifying Domain 
ID］を確認

プレフィクス付きスマートアカウントの作成理由
など、申請者からのメッセージです。

8  ［Cisco Software Central］をクリック

作成を承認する場合は CSC にアクセスします。

6

7

2

8

5

4
3

MEMO

必要に応じて、❺や❻を参考に申請者
に連絡してから承認するかどうか判断し
てください。
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2 スマートアカウントを作成する

10  ［アカウントリクエスト］タブをクリック

10

9  ［ダウンロードと管理］セクションの［アカ
ウントの管理］をクリック

9
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11  ［Account Requests］タブをクリック

12  ［Pending］をクリック

❸～❺で確認したアカウント名やメールア
ドレスが含まれる行の［Status］列にある
［Pending］をクリックします。

11

12
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2 スマートアカウントを作成する

13  ［Account Information］セクションの
内容を確認

14  ［Available Actions］セクション の
［Approve］をクリックして選択

15  ［Submit］をクリック

16  ［Status］が［Approved］に変化した
ことを確認

❸～❺で確認したアカウント名やメールアドレ
スが含まれる行の［Status］列が［Pending］
から［Approved］に変化したことを確認した
ら承認完了です。

承認が完了すると、申請者のメールアドレスに
プレフィクス付きスマートアカウントの作成完了
メールが送信されます。

13

14

15

16
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シスコ スマートアカウントの作成が完了したら、Cisco Software Central（CSC）にアクセスして、スマートアカウントとスマー
トライセンス、それぞれの管理ツールにアクセスしてみましょう。

管理ツールにアクセスする3

スマートアカウントの管理ツールは、スマートアカウント情報の確認、バーチャルアカウントの追加や設定変更、ユーザーの
追加や権限の割り当てなど、スマートアカウントの各種管理に使用します。
本ガイドでは例として、Cisco Catalyst スイッチなどスマートライセンス対応製品を購入する場合に必要となる、「Account 
Domain」（アカウントドメイン）を確認します。

3-1 スマートアカウントの管理ツールにアクセスする

2  ［ダウンロードと管理］セクションの［アカ
ウントの管理］をクリック

2

1  ブラウザのアドレスバーに［software.
cisco.com］を入力

または次の URL をクリックして、CSC にアク
セスします。

software.cisco.com

https://software.cisco.com
https://software.cisco.com
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3 管理ツールにアクセスする

MEMO

スマートアカウント管理ツールの使用方法は、シスコ スマートアカウント関連資料集の『【操作ガイド】スマートアカウントの管理』をご覧
ください。

www.cisco.com/c/ja_jp/products/software/smart-accounts/smart-accounts-documents.html#~stickynav=2

MEMO

スマートアカウント管理ツールにアク
セスすると、画面上部にアラートが表
示されます。［Review Notice］をク
リックすると表示される「スマートア
カウント管理者同意書」ポップアップ
ウィンドウの内容を確認し、［I Have 
Reviewed the Notice］をクリック
して同意してください（2020 年 7 月
以前は、合意書に同意するまではアカ
ウント管理の機能制限がありましたが、
現在は機能制限がなくなりました）。

3  ［Smart Account Name］の［See 
Details］をポイント

［Smart Account Name］に表示されたお
客様組織のスマートアカウント名の右横にあ
る［See Details］をマウスでポイントすると、
詳細情報が表示されます。

4  ［Account Domain］を確認

Cisco Catalyst スイッチなどのスマートラ
イセンス対応製品を購入する場合は、この
［Account Domain］と、［バーチャルアカウ
ント］タブをクリックすると表示される、バーチャ
ルアカウント名（デフォルトで作成されている
バーチャルアカウント名は「DEFAULT」）が必
要になります。

3

4

https://www.cisco.com/c/ja_jp/products/software/smart-accounts/smart-accounts-documents.html#~stickynav=2
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MEMO

スマートライセンス管理ツールの使用方法は、シスコ スマートアカウント関連資料集の『【操作ガイド】スマートライセンスの管理』をご覧
ください。

www.cisco.com/c/ja_jp/products/software/smart-accounts/smart-accounts-documents.html#~stickynav=2

MEMO

スマートライセンス管理ツールにアクセ
スすると、画面上部にアラートが表示さ
れます。［通知の確認］をクリックする
と表示される「SMART LICENSING 
NOTICE」ポップアップウィンドウの内
容を確認し、［上記の条件を確認しまし
た］をチェックしてから［通知を確認し
ました］をクリックしてください。

1  ［ダウンロードと管理］セクションの［ライ
センスの管理］をクリック

2  各種タブを確認

たとえば［インベントリ］タブをクリックすると、
スマートライセンスや製品インスタンスを確認
することができます。

スマートライセンスの管理ツールは、スマートアカウントに紐づけられたスマートライセンスの確認、製品インスタンス（機器）
の登録や削除など、スマートライセンス各種管理に使用します。

3-2 スマートライセンスの管理ツールにアクセスする

1

https://www.cisco.com/c/ja_jp/products/software/smart-accounts/smart-accounts-documents.html#~stickynav=2
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シスコ スマートアカウントに関する最新情報は、シスコ スマートアカウント ポータルサイトおよび関連資料集をご覧ください。

ポータルサイト
www.cisco.com/jp/go/smart-accounts

関連資料集
www.cisco.com/c/ja_jp/products/software/smart-accounts/smart-accounts-documents.html

電子メール：web-help-j@cisco.com 

電子メール：japan-tac@cisco.com

次の項目をご記入のうえ、送信してください。

❶ シスコアカウントに登録したメールアドレス *

❷ 氏名
❸ 会社名
❹ 電話番号
❺ スマートアカウントのアカウントドメイン（作成済みの場合）
❻ お問い合わせ内容

電話（フリーダイヤル）：0120-608-802

サポート受付時間 : 平日 9 : 00 ～ 17 : 00

サポート受付時間 : 平日 9 : 00 ～ 17 : 00

*　お問い合わせには、住所登録済みのシスコ アカウントが必要です。次の手順で住所登録の有無を確認し、未登録の場合は住所を登録してください。

1. Cisco.com にログインし、「プロファイル管理」ページ（rpfa.cloudapps.cisco.com/rpfa/profile/profile_management.do）にアクセスします。
2. ［個人］タブ＞［会社情報］の［住所（英語）］の内容を確認します。
3. 未登録の場合は住所を入力して［更新］します。

シスコ お問い合わせ窓口

自社導入をご検討されているお客様へのお問い合わせ窓口です。
製品に関して  |  サービスに関して  |  各種キャンペーンに関して  |  お見積依頼  |  一般的なご質問
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お問い合わせ先
お問い合わせウェブフォーム
cisco.com/jp/go/vdc_callback

お電話での問い合わせ
平日 9:00 - 17:00
0120-092-255

シスコシステムズ合同会社
〒 107-6227 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー
cisco.com/jp

2317-2306-000-TO

シスコ アカウントに関するお問い合わせ先

シスコ スマートアカウントおよびスマートライセンスに関するお問い合わせ先

シスコ スマートアカウント Web サイト

https://www.cisco.com/jp/go/smart-accounts
http://www.cisco.com/c/ja_jp/products/software/smart-accounts/smart-accounts-documents.html
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